
図面番号

施工箇所

工事番号 第          号

河川

路線
名

縮尺

10葉中1

青  森  県

平　　川　　市

橋梁補修一般図

山神堂三笠山線

平川市　碇ヶ関　地内

図　示

令和6年度　橋梁補修工事 橋 梁 補 修 一 般 図

特記事項

山神堂三笠山線

1967年10月

63.500m

60°00′00″

十六夜橋
イ ザ ヨ イ バ シ

63.400m

62.400m

DL=130.000

FH=

NO.0
GH=137.320

H.W.L

橋　長　63500

桁　長　63400

支間長　62400

橋　長　63500

桁　長　63400

支間長　62400

平
　
川

防 護 柵 ・ 地 覆

位 置

排 水 装 置

対策工法一覧表

対 策 工 法

取替え、設置

上部工

橋 台下部工

取替え・地覆打換え

床 版 補 修

断面修復工、表面含浸工

取替え（鋼製）

断面修復工､表面含浸工

主 桁 表 面 処 理 塗装塗替え（主構トラス・横桁・縦桁）

伸 縮 装 置

橋 面 防水層設置、Aｓ舗装敷設

支 承 沓座モルタル設置、支承防錆工
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1

下横構・ガセット取替え下 横 構 補 修

アスファルト舗装工

（複合防水工法）

床版防水層設置工

5 密粒度As（13F）改質II型 t=50mm防護柵・地覆補修工

塗装塗替え工

伸縮装置補修工

伸縮装置補修工

防護柵・地覆補修工

防護柵・地覆補修工

排水桝設置

7100

7
5
0
0

1
6
0

4005500400

6300

4
3
0

4400 950950

6
2
0

500

50

500

50

50

500

50

500

8
2
0

60
-0
0-
00

A1 A2

断 面 図 S=1:50（A1版）

＊図中詳細寸法は、現地計測によるものである。

径 　 間 　 数

橋 　 　 　 長

路 　 線 　 名

竣 功 年 月

橋 梁 諸 元

下 部 工 形 式

設計荷重・等級

基 礎 工 形 式

橋 　 梁 　 名

全 　 幅 　 員

上 部 工 形 式

桁 　 　 　 長

斜 　 　 　 角

幅員（有効幅員）

重力式橋台

不明

下路平行弦ワーレントラス橋

　1

6.30m

5.50m

TL-14

適 用 示 方 書 昭和39年

S=1:150（A1版）平 面 図

S=1:100（A3版）

S=1:300（A3版）

支 　 間 　 長

河川区域河川区域

S=1:150（A1版）側 面 図
S=1:300（A3版）



図面番号

施工箇所

工事番号 第          号

河川

路線
名

縮尺

10葉中2

青  森  県

橋面補修図 図　示

山神堂三笠山線

平川市　碇ヶ関　地内

平　　川　　市

平
　
川

十六夜橋　橋面補修図

平　面　図

断 面 図 S=1:50（A1版）
S=1:100（A3版）

S=1:100（A1版）
S=1:200（A3版）

（取付舗装）

排水桝接続詳細図 防水層端部処理詳細図

防水層立上げ

h=50mm

（浸透系防水材＋塗膜系防水材）

端部防水層

成型目地 t=5mm

導水パイプφ15mm

複合床版防水工

5 密粒度As（13F）改質II型

複合床版防水工法詳細図 S=Free

導水パイプφ15mm

地 覆

車道側

地 覆

端部排水処理詳細図

車道側

導水パイプφ15mm

伸縮装置

埋設型排水桝

水抜き孔

排水桝接続部

排水桝接続部

排水桝接続部

排水桝接続部 排水桝接続部

排水桝接続部排水桝接続部

排水桝接続部

20000
導水パイプφ15mm

成型目地

20000

3175

3175

3175

3175

10000 10000 20000

20000 1200

1140

10000100001010
導水パイプφ15mm

1230

62505

成型目地
62505

成
型
目
地

6350

成
型
目
地

6350

アスファルト舗装工

（複合防水工法）

床版防水層設置工

5 密粒度As（13F）改質II型 t=50mm

床版防水層設置(複合床版防水工法)

アスファルト舗装敷設　50mm

既設アスファルト舗装撤去　50mm

2.00%2.00%

特記事項

橋 面 防 水 ・ 舗 装 　 施 工 数 量

防 水 層

名 　 称

スパイラルパイプ

350.0

単　位 摘　要

124.6 m φ15mm（樹脂製）

数量(m3)

m2 複合防水工

成 型 目 地 125.0 m 5mm×50mm

　1. 図中、詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

　2. スパイラルパイプ端部は排水装置に接続すること。

　3. 流水方向については、路面切削後、高さの現地検測を行い再確認を行うこと。

　4. 流水方向が逆勾配になる箇所が発生した場合、調整コンクリート等を使用し、排水ますに導くこと。

　5. 現況アスファルト舗装撤去後、劣化部が確認される場合には補修を行うこと。

橋 面 舗 装 5cmm2343.8

取 付 舗 装 3cm(切削･ｵｰﾊﾞｰﾚｲ）m255.0

（取付舗装）

切削・オーバーレイ切削・オーバーレイ

S=1: 5（A1版）
S=1:10（A3版）

S=1: 5（A1版）
S=1:10（A3版）

S=1: 5（A1版）
S=1:10（A3版）
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令和6年度　橋梁補修工事

導水パイプφ15mm 導水パイプφ15mm 導水パイプφ15mm

導水パイプφ15mm 導水パイプφ15mm 導水パイプφ15mm 導水パイプφ15mm 導水パイプφ15mm 導水パイプφ15mm

導水パイプφ15mm

外側線
62500

外側線
62500

外側線
5000

外側線
5000

40
0

63
0
0

55
0
0

40
0

60
-0
0-
00

400400 5500

27502750

6300

50 50

50005000

区画線（外側線）
W=15cm

外側線
W=15cm

至　三笠山

至　国道７号
A1 A2

アスファルト舗装

硅砂

塗膜型防水材

硅砂

浸透系防水材

表面研削



図面番号

施工箇所

工事番号 第          号

河川

路線
名

縮尺

10葉中3

青  森  県

平　　川　　市

伸縮装置詳細図 図　示

山神堂三笠山線

平川市　碇ヶ関　地内
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 配 置 図 

A1 F A2M

上流

下流

舗装 舗装

埋設型排水桝

遊間部から桁下へ排水

伸縮装置

フレキシブル管　φ20

チッピング
フレキシブル管設置箇所のみ

 断 面 図 

埋設型排水枡

埋設型排水枡

埋設型排水枡

埋設型排水枡

※寒冷地仕様(C)のみ

10%

止水材

固定用リブ

フレキシブル管
PVC管

※２重管止水パッキン

正面図 側面図

平面図

t=3

ドレーン管詳細

ドレーン管

※SUS製　外径22mm

埋設型排水桝詳細図 

伸縮装置

フレキシブル管　φ20

固定金具　φ20用

埋設型排水桝

 導水パイプ参考設置図 

数量表（1箇所あたり）

※  埋設型排水枡の詳細設置位置は現地を確認して決定する。

※  排水パイプの詳細取付け位置及び長さは現地を確認して決定する。

数量表

橋　台　部

L=1.70m

S=1:200（A1版）
S=1:400（A3版）

S=1: 5（A1版）
S=1:10（A3版）

S=1:2（A1版）
S=1:4（A3版）

令和6年度　橋梁補修工事

橋長 63500

桁長 63400

60°

60°

橋台側 桁　側

約1000

20

4
0

80

5
0

60

120
6
0

30

5
0

40 2
0

50

2
4

6
4 54

50

2
2

1
9

13
.
5

6

1
3

2
3

64

5050

6351

6351

十六夜橋　伸縮装置詳細図

  数  量   摘   要規格・寸法名　　称

本体鋼材 SUS304　t＝3mm 式1

固定用リブ SUS304　t＝2mm 式1

止水材 水膨潤ブチル系　t＝5mm 式1

フレキシブル管 SUS304　L=2000　φ20（15）mm 本1

ＰＶＣ管 耐圧軟質塩化ビニール　φ13.5（8）mm 本1

ドレーン管 SUS製　φ22（19）mm 本1

固定用付属品 M8　拡張アンカー　寸切ボルト　N・W 式1

  数  量   摘   要規格・寸法名　　称

埋設型排水桝 ジョイントドレーン 箇所4 車道部

固定金具 φ20用サドルバンド　コンクリートアンカー 式4



図面番号

施工箇所

工事番号 第          号

河川

路線
名

縮尺

10葉中4

青  森  県

平　　川　　市

伸縮装置補修図 図　示

山神堂三笠山線

平川市　碇ヶ関　地内

10

4

5050

A1

EJ-1

YFS-30型

F A2

EJ-2

YHT-70-N型

M

上流

下流

 横 断 面 図 

     平 面 図 
A2

     平 面 図 
A1

桁　側

橋台側

桁　側

橋台側

YFS-30型

（YHT-70-N型）

地覆立上り 地覆立上り

※　（）内は  A2  部の記述を示す。

コンクリートアンカー D16　

@300

@300誘導板

右60°取付け

E1
D16

アスファルト舗装

後打ち材

E1

後打ち材

コンクリートアンカー D16

＠200

D16@200
アンカープレート

誘導板
右60°取付け

橋台側桁　側

YFS-30型 D16E1
コンクリートアンカー誘導板

@300

誘導板注意

誘導板注意

YHT-70-N型 D16E1 コンクリートアンカー誘導板 アンカープレート注意

アンカープレート注意  補強鉄筋加工図 

E1
16-D16×3180

 地覆部止水工詳細図 

接着剤
注入目地材

バックアップ材

100
（136）

2
0

1
0
0

※　（）内は  A2  部の記述を示す。

※　遊間は実測値を示す。 ※　遊間は実測値を示す。

※　遊間は実測値を示す。

245

  数  量   摘   要

m

kg

3

    寸    法

700×120×12702

    種    類  材  料  名

鋼製櫛型ジョイント

超速硬コンクリート後打ち材

補強鉄筋

伸縮装置取付工事材料表

1.067

本コンクリートアンカー D16D筋アンカー 208

44.8

59.0

2.5100×20×1244

ハマタイト A・862B

ウレタンフォーム

プライマー No.40

シール材

接　着　剤

バックアップ材

接　着　剤

注入目地材

※  伸縮装置の切断寸法及び切断角度は現地実測結果を反映して決定する。

16-D16×3180E1 79.4

地覆立上り YFS-30型用 101×200×34 本2

g

g

101×100×1430

YFS-30型

本2

101×100×1800 本2 m6.46合計

地覆立上り付き
誘導板：右60°取付け

3.4136×20×1244

5.9合計

206×96×1460

YHT-70-N型（誘導板付き）

本2

206×96×1800 本2 m6.52合計

地覆立上り付き
誘導板：右60°取付け

YHT-70-N型用 178×196×34 本2

S=1:10（A1版）
S=1:20（A3版）

S=1:300（A1版）
S=1:600（A3版）

S=1:30（A1版）
S=1:60（A3版）

S=1:30（A1版）
S=1:60（A3版）

S=1:30（A1版）
S=1:60（A3版）

S=1: 5（A1版）
S=1:10（A3版）

S=1: 5（A1版）
S=1:10（A3版）

S=1:15（A1版）
S=1:30（A3版）

令和6年度　橋梁補修工事

A1

A2

12.4

17.4

29.8合計

1
0
1

1
0
0

2
0
0

1
7
8

1
0
0

1
9
6

橋長 63500

桁長 63400

60°

60°

7275

3175

462 6351 462

3175

1460 2@1800=3600 1460

6351462 462

60°60°

60°

1430 2@1800=3600 1430

6351462 462

60°60°

60°

350 350

1
2
0

1
2
0

150

250 101

1
0
0

60

100

15060

9
6

130 130

350 136 350

1
2
0

5
0
以

上

1
2
0

236

178

206

9090

60°

60° 31751
6
0

462

34
34

6351

6351

1
6
0

1
6
0

3180（補強鉄筋延長） 3180（補強鉄筋延長）

3180（補強鉄筋延長） 3180（補強鉄筋延長）

十六夜橋　伸縮装置補修図（参考図）

YFS-30型
YHT-70-N型

 地覆立上り部詳細図 

 配 置 図 

±15

3
0
以

上

橋台側 桁　側

YFS-30型

    取 付 断 面 図 
A1

A2

±35

    取 付 断 面 図 
YHT-70-N型（誘導板付き）

アスファルト舗装

施工時の温度（°Ｃ）

205

ジ
ョ
イ
ン
ト
幅
 
(
m
m
)

-10

210

215

220

300 10 20-20 40

225

 初圧縮グラフ 

200

195

190

230

235

240

185

180

175

170

100
A1

YHT-70-N型

Fix

Mov
A2

YFS-30型
95



図面番号

施工箇所

工事番号 第          号

河川

路線
名

縮尺

葉中

青  森  県

平　　川　　市

地覆補修図

山神堂三笠山線

平川市　碇ヶ関　地内

図　示

アスファルト舗装

改良断面図 S=1:10（A1版） 撤去断面図 S=1:10（A1版）

撤去　コンクリート

（0.40×0.21+0.50×0.22）×63.40×2 = 24.599m3

コンクリート（24-12-25）

（0.40×0.21+0.50×0.22）×63.40×2 = 24.599m3

型枠

（0.21+0.43+0.50）×63.40×2 = 144.552m2

S=1:20（A3版） S=1:20（A3版）

十六夜橋　地覆補修図

防護柵補修工

地覆補修工

(Co)
(Co)

(Ｇ)
(Ｇ)

DL=130.000

橋　長　63500

地覆延長　63400

2 D13

3 D13

地覆補修工

5 D13

6 D13

7 D13

平
　
川

1 D13

1 D13

4 D13
5 D13

4 D13 5 D13

2 D13

3 D13

2 D13

3 D13

6 D13

7 D13

6 D13

7 D13

1 D13

1' D131' D13

1' D131' D13

125@250=31250126@250=31500

地覆延長　63400

地覆補修工

2@150=300

水切り

10

5

アンカーボルト

令和6年度　橋梁補修工事

防 錆 処 理

2
1
0

4005500400

6300

4
3
0

400

4
30

400

40

20

30

40
0

30

4
30

500

21
0 16
0

500

21
0

40

20

30

30

237

2
20

2
20

63300

A1 A2

断 面 図 S=1:50（A1版）

S=1:200（A1版）平 面 図

S=1:100（A3版）

S=1:400（A3版）

S=1:200（A1版）側 面 図
S=1:400（A3版）



図面番号

施工箇所

工事番号 第          号

河川

路線
名

縮尺

10葉中6

青  森  県

平　　川　　市

防護柵詳細図 図　示

山神堂三笠山線

平川市　碇ヶ関　地内

10

6

橋梁用ビーム型防護柵は、（一社）全国高欄協会にて認定された静荷重試験機により性能確認された製品とする。

アルミニウム押出形材

アルミニウム合金鋳物

アンカーボルト類

防護柵

陽極酸化塗装複合皮膜（Ａ２）

AB-21139仕　;上　;色 備　考表面仕上

Ｃ－４近似色

部　　材

Ｃ－４

アクリル樹脂焼付塗装（２０μｍ以上）

ＨＤＺ３５

B

外側

A

内側

B

A

通し部Ａ－Ａ断面 Ｂ－Ｂ断面 端　部

外側 内側

ベース部詳細

7

13

12

11

5

6

A6061S-T6
支柱

3

2

4

M20×220

4.8

M16×55

SUS（A2-70）

六角ボルト

M20×320

SCM435H

1

t12×200×90

SS400

7

8

9

φ4.8
AL

10

AC3A-F

φ4×20

SUS

防 護 柵 取 付 詳 細 図

エンドプレート

AC3A-F
エンドプレート

ブラインドリベット

10
AC3A-F
エンドプレート

8
φ4.8
AL

ブラインドリベット

8
φ4.8
AL

ブラインドリベット

皿タッピンねじ皿タッピンねじ
φ4×20

SUS

7

皿タッピンねじ
φ4×20

SUS

7

皿タッピンねじ
φ4×20

SUS

7
φ4×20

SUS

皿タッピンねじ

7
φ4×20

SUS

皿タッピンねじ

主要横梁

主要横梁スリーブ
A6061S-T6

下段横梁スリーブ

下段横梁
A6061S-T6

A6061S-T6

アンカープレート

アルミ鋳物

六角ボルト

6
M16×55

SUS（A2-70）

アンカーボルト

アンカーボルト

特記事項

6.95kg/m

8.75kg/m

5.14kg/m

3.53kg/m

支柱 □100×100×2.3

笠木 □150×100×2.3

横木 □100×50×2.3

PL 4.5×100

PL 4.5×100

支柱 □100×100×2.3

笠木 □150×100×2.3

横木 □100×50×2.3

既 設 高 欄 撤 去 図

既設高欄撤去

製作高欄　63.852m+63.817m＝127.669m（参考重量21.8kg/m）

令和6年度　橋梁補修工事

※カッコなしは上流側、カッコありは下流側を示す
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63852（63817）

十六夜橋　防護柵詳細図

S=1:10（A1版）

S=1:20（A3版）

4-28×35長穴

防護柵仕様は、KSL-C-LBR3-85 である。

S=1:250（A1版）

S=1:500（A3版）



図面番号

施工箇所

工事番号 第          号

河川

路線
名

縮尺

10葉中7

青  森  県

平　　川　　市

防護柵補修図 図　示

山神堂三笠山線

平川市　碇ヶ関　地内

10

7

防 護 柵 割 付 図

ア部詳細図

外　側

内　側

イ部詳細図

外　側

内　側

ウ部詳細図 エ部詳細図

内　側

外　側

内　側

外　側

ａ－ａ矢視

A1 A2

外　側下流側

内　側

外　側上流側

ａ ａ

<650>

A1 A2

<650>

<650>

ア

ウ

既設親柱

29@2000=58000

桁長

橋長

防護柵長　63817＜63680＞

<650>

29@2000=58000

防護柵長　63852＜63724＞

特記事項

1.実測確認の上、製作手配とする。

2.　　は継手部を示す。

3.　　は通し部を示す。

4.寸法は支柱前面線上の実長を示す。

5.＜　＞内寸法は横梁実長を示す。

6.製作勾配はレベルとする。

令和6年度　橋梁補修工事
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十六夜橋　防護柵補修図

排水桝

排水桝

既設親柱

イ

エ

既設親柱

既設親柱

S=1:100（A1版）

S=1:200（A3版）

既設親柱 既設親柱

横梁実長

支柱前面

既設親柱
既設親柱

支柱前面

横梁実長

支柱前面

既設親柱

横梁実長横梁実長

支柱前面

既設親柱

S=1:20（A1版）

S=1:40（A3版）

S=1:20（A1版）

S=1:40（A3版）

S=1:20（A1版）

S=1:40（A3版）

S=1:20（A1版）

S=1:40（A3版）

S=1:50（A1版）

S=1:100（A3版）



断面図 排水装置詳細図

上流側下流側
天板プレート一体型排水装置 TS-PL_PIPE

NETIS No.CB-190003-Aに準ずる

P1

製作数=4

P2

製作数=4

30

3
0

4-φ14x30長孔   
4-アンカーボルトM10x80
(1-SW,1-W,2-N)

30

3
0

施工時
接着面シーリング塗布

4-φ14x30長孔   
4-アンカーボルトM10x80
(1-SW,1-W,2-N)

t=2.0

外周曲加工詳細

外周曲加工

t=1.2mm t=1.2mm

外周曲加工

平
　
川

全体図

補修箇所 補修箇所 補修箇所 補修箇所

補修箇所補修箇所 補修箇所 補修箇所

天板プレート一体型排水装置 P2

取付金具 S1

天板プレート一体型排水装置 P1

TSステンレス排水桝

TSDR-MH

製作数=8

目皿詳細

A-A断面図

B-B断面図

B

B

A A

4
4
5
6

6

6

2-水抜き孔

5
6

t=1.0mm

4-φ14孔
4-φ20座ぐり

14.5

1
4
.
5

26.5

3
0

30

t=6.0mm

t=6.0mm

4-M10タップ孔
14.5

1
4
.
5

2-水抜き孔 2-M10x80寸切りボルト

2-M10ナット溶接

目皿

t=6.0mm

4-M10x20低頭ボルト

5
0

取付金具

S1

製作数=8

2-PL 100x6x385(SS400)
2-PL 100x6x597(SS400)
6-BN M12x45(SS400)
2-EPDM 100x3x230

内側EPDM貼付(t=3.0)

2-φ14x30長孔

4-φ14孔

2-φ14x30長孔(PL側)

4-φ14孔(バンド側)

取付金具 S1

排水桝 TSDR-MH 排水桝 TSDR-MH

3
0

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。
    2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。
    3.天板プレート一体型排水装置は、
      NETIS No.CB-190003-Aに準ずる。
　　4.SS400は全て溶融亜鉛メッキ
　　  (JIS H 8641 2種　HDZ55) 仕上げを行う。
　　  但し、ボルト類はHDZ35とする。
　　5.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し
　　  耐食性向上の措置を講じる。
　　6.現地調査にて寸法確定後製作する。　

6

6

図面番号

施工箇所

工事番号 第          号

河川

路線
名

縮尺

葉中

青  森  県

平　　川　　市

排水装置補修図 図　示

十六夜橋 排水装置補修図

山神堂三笠山線

平川市　碇ヶ関　地内

TSステンレス排水装置

10

8

S=1:10（A1版）

S=1:20（A3版）

施工時
接着面シーリング塗布

既設排水管撤去

鋼管φ114　0.9m×8＝7.2m（参考重量12.2kg/m）

S=1:200（A1版）
S=1:400（A3版）

令和6年度　橋梁補修工事
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図面番号

施工箇所

工事番号 第          号

河川

路線
名

縮尺

10葉中9

青  森  県

平　　川　　市

山神堂三笠山線

平川市　碇ヶ関　地内

図　示

(Co)

(Co)

(Co)
(Ｇ)(Ｇ)

DL=130.000

FH=

NO.0
GH=137.320

(Co)

(AS)

駐車場

(AS)

木
柵

木
柵

看
板

車止め
歩行者用
信号機

(AS)

(花)

(g)

(g)

国
道
 7 号

至
大
館
市

至
弘
前
市

下

(花)

(花)

(花)

歩行者用
信号機

T.2
136.796

137.287
T.1

T.1A

135.549

1級
河
川
 平

川

136.02

136.76

131.80

131.91

132.40

131.61

十六夜橋　撤去工詳細図

撤去工詳細図

橋　長　63500

防護柵撤去工

特記事項

・現地状況を把握し、併せて監督員の了承を得た上で実施すること。

10

9

As舗装版破砕工

排水装置

排水装置 排水装置 排水装置 排水装置

排水装置 排水装置 排水装置

橋梁防護柵

高 欄 側 面 図

高 欄 平 面 図

（鋼製高欄）

防護柵撤去工（両側）

（排水管欠損）

伸縮装置（W=340mm） 伸縮装置（W=350mm）

アスファルト舗装 t=5cm

防護柵 防護柵

令和6年度　橋梁補修工事

上流側　L=63.852m
下流側　L=63.817m
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400400

6300

5500

7100

9504400950

63300

7275

7275

A1 A2

S=1:250（A1版）側 面 図 断 面 図 S=1:50（A1版）

S=1:500（A3版） S=1:100（A3版）

・図中詳細寸法は、現地計測によるものである。

S=1:50（A1版）

S=1:100（A3版）

製作高欄重量：21.8kg/m（参考）



施工範囲 仮設防護柵
影響範囲

地覆
500 1600400

一般車両通路 地覆

特記事項

カッターライン

2.歩行者の通行は可能とする。

カッターライン

1.施工は、終日片側通行で行う。(国道7号からの進入とし、三笠山側からは車両通行止めとする)

橋梁地覆補修工

＋
仮設防護柵

影響範囲

車
両
進
入
禁
止

通
行
止

通
行
止

歩行者用

65000

三笠山側からは車両通行止め

国
道
7号

か
ら
の
進
入
の
み

現況道路幅員

車
両
進
入
禁
止

3.橋面の施工にあたっては、全面車両通行止めとする。

400

400

500330 2540

仮設計画(参考図)

信号機

片側施工完了時(高欄未設置)

5500 400

10

10

十六夜橋　仮設計画（参考図）

S=1:100（A3版）

S=1:500（A3版）

S=1:50（A1版）断 面 図

側 面 図 S=1:250（A1版）

令和     年度      　　　　　工事

図　示

平川市　碇ヶ関　地内

山神堂三笠山線

平　　川　　市

青  森  県

縮尺

名
路線

河川

第          号工事番号

施工箇所

図面番号

信号機
歩行者用

(花)

(花)

(花)

下

至
弘
前
市

至
大
館
市

国
道
 7 号

(g)

(g)

(花)

(AS)

車止め

木
柵

木
柵

(AS)

駐車場

(AS)

(Co)

(Co)

131.61

132.40

131.91

131.80

136.76

136.02

1級
河
川
 平

川

(Ｇ) (Ｇ)
(Co)

(Co)

GH=137.320

NO.0

FH=

DL=130.000

T.1
137.287

136.796
T.2

規制区間　L=65.0m

過去5年の非出水期流量流下時の水位
A2A1

作業帯

吊り足場工設置範囲

橋　長　63500

10葉中10

S=1:500（A3版）

平 面 図 S=1:250（A1版）

構　造　図

仮設防護柵詳細図

※参考重量：100kg/m

設　置　図

S=1:60（A3版）

S=1:30（A1版）
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